
令和８年度第３回 下関市農業委員会総会議事録 

日   時       令和８年６月１６日（火） 

午前９時３０分　～  午前１１時２０分 

場   所       下関市立川棚公民館 ２階 講堂 

 
 

　　　　　            会議構成員及び現在総数 

                      会 議 構 成 員       18 名 

現    在    数       18 名 

出  席  総  数       16 名 

欠  席  総  数        2 名 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

本会議に出席した事務局職員 

事務局長外５名 

傍聴人なし 

 議番 氏 　 名 出欠

 1　　 阪田　実 出席

 2　　 木村　貴志子 出席 

 3　　 新久保　克己 出席 

 4　　 松倉　公一 出席

 5　　 田﨑　育子 出席

 6　　 岡本　住子 出席

 7　　 下田　敏純 出席

 8　　 加藤　ソメ 欠席

 9　　 石田　安男 出席

 10　　 田上　光義 出席

 11　　 河本　隆一 出席

 12　　 坂田　謙祐 出席

 13　　 伊田　喜弘 欠席

 14　　 山田　正信 出席

 15　　 藤本　康洋 出席

 16　　 河本　肇 出席

 17　　 岩本　憲慈 出席

 18　　 有田　孝義 出席
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　令和８年度第３回総会 

（開始時刻９時３０分） 

 

事務局（村田事務局長） 

　それでは、ただいまから総会を始めさせていただきます。 

　本日の委員の出席状況でございますが、委員総数１８名のうち、本日出席の委

員は１５名、欠席委員は３名でございます。 

　したがいまして、出席委員数が在任委員数の過半数を超えておりますので、農

業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定に基づき、本日の総会が、成立い

たしますことをご報告申しあげます。 

　それでは、山田会長からご挨拶を賜りまして、そののち、下関市農業委員会総

会会議規則第６条及び第７条の規定に基づき、議長である会長の開会の宣告の

のち、お手元の総会次第に従いまして議事を進めさせていただきます。 

　それでは、会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

　（会長挨拶） 

※会長挨拶中に、議席番号１番、阪田実委員入室、出席の委員１６名、欠席委員

は２名に変更。 

先ほど、事務局から報告がありましたように、出席委員が過半数を超えていま

す。本日の総会は成立いたしますので、令和８年度第３回定例総会の開会を宣告

します。 

それでは、議事に入ります前に、総会会議規則第１９条第２項の規定に基づき

まして、私のほか２名の委員が署名することとなっておりますので、私の方から

指名させていただきます。本日の総会の議事録署名委員に、議席番号１２番、坂

田謙祐委員と、議席番号１５番、藤本康洋委員の、ご両名を指名させていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

　それでは、議事に入ります。日程第１、議案第１号、農地法第３条第１項の規

定による許可についてをお諮りします。それでは、事務局の説明を求めます。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

ご説明いたします。以降、着座にてご説明いたします。 

総会議案書１ページをお開きください。１番、申請者、土地の所在等は、議案

書に記載のとおりでございます。登記地目は田１筆で、面積は３，４４０㎡、位

置図は３、４ページ、公図は５ページをご覧ください。申請地は、下関市役所豊

北総合支所粟野支所から南南東へ約４００ｍに位置する、過去に農業公共投資

の対象となった農地です。 
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申請理由は、県外に居住しており農業後継者もいない譲渡人の要望に、前耕作

者である譲受人が応じたものでございます。申請地は、譲受人の自宅から 

　　　　の距離に位置し、譲受後は、牧草を栽培する予定で、贈与による所有

権の移転となっております。 

１ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとお

りでございます。登記地目は田２筆と畑２筆で、合計面積は２，８３２㎡、位置

図は６、７ページ、公図は８ページから１０ページをご覧ください。申請地は、

下関市役所内日支所から北北東へ約１．７ｋｍに位置しており、　　　　　と 

は過去に農業公共投資の対象となった農地で、　　　　　は農業振

興地域内白地の農地、　　　　　は農業振興地域内の農用地です。 

申請理由は、今後耕作する見込みのない譲渡人の要望に、譲受人が応じたもの

でございます。申請地は、いずれも譲受人の自宅から　　　　　以内に位置して

おり、譲受後は、水稲、トマト、大根等の野菜を栽培する予定で、贈与による所

有権の移転となっております。 

総会議案書２ページをお開きください。３番、申請者、土地の所在等は、議案

書に記載のとおりでございます。登記地目は田１筆で、面積は１，１１８㎡、位

置図は１１、１２ページ、公図は１３ページから１５ページをご覧ください。申

請地は、下関市役所豊浦総合支所豊洋台支所から西へ約２．４ｋｍに位置する、

過去に農業公共投資の対象となった農地です。 

申請理由は、相続で取得したものの耕作が困難な譲渡人の要望に、前耕作者で

ある譲受人が応じたものでございます。申請地は、譲受人の自宅の　　　　　位

置し、譲受後は、きゅうり、キャベツ等の野菜を栽培する予定で、贈与による所

有権の移転となっております。 

２ページに戻りまして、４番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとお

りでございます。登記地目は田１筆で、面積は２，４９５㎡、位置図は１６、１

７ページ、公図は１８ページをご覧ください。申請地は、下関市役所内日支所か

ら南西へ約２００ｍに位置する、過去に農業公共投資の対象となった農地です。 

申請理由は、　　　　　で新たに農業を始めるために購入を申し出た譲受人

の要望に、譲渡人が応じたものでございます。申請地は、譲受人の自宅から 

、　　　　　に位置しており、譲受後は、水稲を作付けする予定で、

売買による所有権の移転となっております。 

２ページに戻りまして、５番申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおり

でございます。登記地目は田１筆で、面積は１７８㎡、位置図は１９、２０ペー

ジ、公図は２１ページをご覧ください。申請地は、下関市役所豊田総合支所から

東南東へ約６００ｍに位置する、農業振興地域内白地の農地です。 

申請理由は、新たに農業を始めるために購入を申し出た譲受人の要望に、譲渡
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人が応じたものでございます。申請地は、譲受人の自宅の　　　　　位置し、譲

受後は、馬鈴薯、なす、きゅうり等の野菜を栽培する予定で、贈与による所有権

の移転となっております。 

各譲受人は、農地を効率的に利用し、耕作に必要な労働力、農業用機械を所有

または借り受ける予定であり、周辺農地の農業上の総合的な利用の確保に支障

が生ずる恐れがないことから、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可

基準を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

なお、説明に当たりましては、個人情報保護の観点から直接個人名を使わず、

譲渡人、譲受人等の表現で報告をお願いします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号１８番、有田孝義委員、報告を

お願いいたします。 

有田孝義委員 

１８番の有田です。１番の案件についてご報告いたします。令和８年６月１０

日に農業委員２名と事務局職員２名で現地を調査いたしました。申請地は、数年

前の大雨災害により、粟野川からのいぜが破損しており、周辺のほ場も含め、水

稲の作付けはできません。譲受人は、以前より、利用権設定により、申請地で牧

草を作付けており、今後は申請地を贈与により取得し、引き続き営農を継続する

ものでありますので、何ら問題はないと思います。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

議長（山田会長） 

続いて、２番及び４番の案件につきまして、議席番号７番、下田敏純委員、報

告をお願いいたします。 

下田敏純委員 

　７番の下田です。まず２番について説明をします。６月５日、委員２名、事務

局２名で現地調査を実施しました。譲渡人と譲受人は　　　　　で譲受人が以

前より管理、耕作していました。譲渡人は農作業を行っておらず、今後も耕作す

る見込みがないため、譲渡する事にしたものです。畑地　　　　　は、保全管理

されており残りの田２筆、畑１筆は耕作してありました。宜しくご審議ください。 

　続きまして４番ですが、６月５日、委員２名、事務局２名で現地調査を実施し

ました。譲渡人と譲受人は　　　　　です。譲受人から売渡しの申出があったた

めこれに応じる事にしたものです。譲受人は遠方に住んでいますが実家の母及

び姉と耕作し自家消費の予定です。耕作に必要な農機具の手配もできており、適
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正に管理できるものと思います。宜しくご審議ください。 

議長（山田会長） 

続いて、３番の案件につきまして、議席番号１０番、田上光義委員、報告をお

願いいたします。 

田上光義委員 

　１０番の田上です。３番の案件についてご説明いたします。６月５日、事務局

員２名、委員２名で現地確認をいたしました。譲受人及び譲渡人は、これは、 

であります。申請地から　　　　　である、譲渡人の家は、 

なっています。市内の方に居住しておられます。譲受人は以前から、

すいか等いろいろと野菜を植えられていたことを私は確認しております。実は

ここは、水がとりにくい所で、譲受人は自宅の水道水を利用して、畑、野菜を作

るのが主となっています。譲受人は、会社勤めがありますので兼業となりますが、

親から受け継いだ農機具等は全て、乾燥機も含め、水稲に関しては全部揃ってお

りますので、何ら支障はないと思います。ご審議の程宜しくお願いします。 

議長（山田会長） 

続いて、５番の案件につきまして、議席番号１６番、河本肇委員、報告をお願

いいたします。 

河本肇委員 

　１６番、河本です。議案第１号の５について報告いたします。去る６月１０日、

農業委員２名と事務局２名で現地確認いたしました。譲受人の自宅 

農地で自家用野菜を栽培するとのことです。わずかですが野菜が植えてありま

した。ご審議の程よろしくお願いします。 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑がある方は、挙手され、起立して議席番号及び氏名を述べられ、ご発言

をお願いいたします。質疑は、ございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、議案第１号、農地法第３条第１項の規定による許可について、原案

のとおり「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員と認めます。よって、原案のとおり許可とすることと決しました。 

議長（山田会長） 

次に、日程第２、議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可について

をお諮りします。なお、審議にあたり、４番の案件につきまして、議席番号１１

番、河本隆一委員が、農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」に

該当しますので、４番を除いた１番から６番までの案件の審議の後、退席をお願

いします。 
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それでは、事務局の説明を求めます。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。総会議案書２２ページをお開きください。１番、

申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。 

登記地目は田１筆で、転用面積は６５９㎡、位置図は２５、２６ページ、公図は

２７ページ、土地利用計画図は２８ページをご覧ください。申請地は、下関市役

所小月支所から北東へ約６００ｍに位置する、過去に農業公共投資の対象とな

っていない小集団の農地で、「第２種農地」でございます。 

転用目的は、山陽新幹線耐震補強工事を施工するにあたり、一時的に事務所・

倉庫・トイレ・産廃 BOX を設置するもので、借受人の要望に各貸付人が応じたも

のでございます。賃借権の設定で、一時的な利用となります。一体利用地は貸付

人の所有地１筆であり、土地所有者として承諾しております。また、計画面積は、

土地利用計画からみて適当であると判断いたしました。なお、申請地に隣接した

農地はありません。し尿はくみ取り式で、生活雑排水と雨水は道路側溝に放流さ

れることから、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。なお、本件は、「一

時的な利用」であることから、令和１０年４月３０日までに、原状回復する旨が

記載された誓約書が、下関市農業委員会会長あてに、提出されております。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

２２ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は田１筆で、転用面積は９５㎡、位置図は２９、３

０ページ、公図は３１ページ、土地利用計画図は３２ページをご覧ください。申

請地は、下関市役所小月支所から北北東へ約２．３ｋｍに位置する、過去に農業

公共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種農地」でございます。 

転用目的は、農家住宅を敷地拡張するものです。申請理由につきましては、カ

ーポートを含む自己用駐車場を整備するもので、貸付人が、　　　　　借受人の

要望に応じたものでございます。使用貸借による権利の設定となっております。 

一体利用地は借受人の所有地であり、土地利用計画からみて、計画面積は適当

であると判断いたしました。土砂の流出対策としては、申請地に隣接した農地が

一部ございますが、申請地よりも高位置にあり、周辺農地の営農には支障ないと

判断しました。汚水は、合併浄化槽で処理され、雨水とともに、道路側溝に放流

されることから、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。 

なお、本件は追認案件で、前所有者が、平成８年より駐車場用地として利用し
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ていたことから、下関市農業委員会会長あてに、始末書が提出されています。 

　本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

総会議案書２３ページをお開きください。３番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は畑２筆で、転用面積は８８１㎡、

位置図は３３、３４ページ、公図は３５ページ、土地利用計画図は３６ページを

ご覧ください。申請地は、下関市役所豊北総合支所角島支所から西南西へ約２．

３ｋｍに位置する、過去に農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、

「第２種農地」でございます。 

転用目的は、ドッグランを整備するものです。申請理由につきましては、借受

人が経営している飲食店に来店する、ペット同伴の愛犬家たちが利用できるよ

う計画したものであり、借受人の要望に、各貸付人が応じたものでございます。 

使用貸借による権利の設定となっております。本件には一体利用地はなく、土

地利用計画からみて、計画面積は適当であると判断しています。土砂の流出対策

としては、申請地に隣接した農地が一部ございますが、のりで分断しております。 

汚水の発生はなく、雨水のみ、「隣地の農地をとおる土水路」および「法定外

道路」をとおり、一部が「隣接地である原野」に放流されますが、農地の所有者

は承諾しており、原野の所有者に対しては、申請書に、何か問題が発生した場合

は当事者間で協議し、誠実に対応するとの記載があることから、周辺農地の営農

には支障ないと判断しました。なお、本件は無断転用案件で、平成２９年に一部

転用の許可を受けた　　　　　の残地について、詳細な時期は不明ですが、店舗

の敷地として利用していたことから、下関市農業委員会会長あてに、始末書が提

出されています。　本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たして

いると考えられます。 

総会議案書２４ページをお開きください。５番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は田１筆で、転用面積は１，０８６

㎡、位置図は４１、４２ページ、公図は４３ページ、土地利用計画図は４４ペー

ジをご覧ください。申請地は、宇賀本郷駅から南南東へ約７００ｍに位置する、

過去に農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種農地」でご

ざいます。 

転用目的は、駐車場を整備するものです。申請理由につきましては、これまで

倉庫内敷地や路上等に駐車していたものの、作業効率の悪化や交通上の危険性、
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来客者の利便性を考慮し、このたびの計画に至ったものであり、譲受人の要望に、

譲渡人が応じたものでございます。売買による所有権の移転となっております。 

本件には一体利用地はなく、土地利用計画からみて、計画面積は適当であると

判断しています。土砂の流出対策としては、申請地に隣接した農地が一部ござい

ますが、既存のりと畦畔で分断しております。汚水の発生はなく、雨水のみ農業

用用排水路に放流されますが、流下量に変化はないことから、周辺農地の営農に

は支障ないと判断しました。本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を

満たしており、「工事の完了の報告があった日から３年間、６か月ごとに事業の

実施状況を報告すること」という条件を付して許可することとし、事業の実施状

況報告書が提出された場合には、農業委員と事務局職員又は事務局職員で、現地

確認を行い、総会にて報告することといたします。 

２４ページに戻りまして、６番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は田１筆で、転用面積は２９４㎡、位置図は４５、

４６ページ、公図は４７ページ、土地利用計画図は４８ページをご覧ください。 

申請地は、下関市役所豊田総合支所から東へ約１．１ｋｍに位置する、過去に

農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種農地」でございま

す。 

転用目的は、倉庫の建築と駐車場の整備を目的に、店舗敷地を拡張するもので

す。申請理由につきましては、調理器具等の保管と駐車スペースの確保が難しい

ことから、今回の計画に至ったものでございます。不動産会社の仲介により、売

買による所有権の移転となっております。一体利用地の１筆は、譲受人が譲渡人

から購入予定であることから確保は確実で、土地利用計画からみて、計画面積は

適当であると判断いたしました。土砂の流出対策としては、申請地に隣接した農

地が一部ございますが、縁石で分断しております。汚水は公共下水道で処理され、

雨水のみ道路側溝や法定外道路、農地以外の隣接地に放流されることから、周辺

農地の営農には支障ないと判断しました。なお、本件は無断転用案件で、少なく

とも平成１３年には倉庫を建築し、調理用器具等の保管場所として利用してい

たことから、下関市農業委員会会長あてに、始末書が提出されています。本件は、

「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 
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それでは、１番及び２番の案件につきまして、議席番号３番、新久保克己委員、

報告をお願いいたします。 

新久保克己委員 

３番の新久保です。１番と２番の案件につきまして現地調査の結果を報告し

ます。２件とも６月５日に農業委員２名と事務局職員２名で現地調査を行いま

した。まず１番の案件ですが、申請内容は、借受人は、新幹線の耐震補強工事に

伴い事務所、倉庫、トイレ等の施工ヤードの設置が必要なため、借受人が申し出

て、現在耕作していない貸付人が了承したものです。賃貸借による権利設定です。

隣接する農地はなく、雨水は道路側溝に放流し、仮設トイレは汲み取り方式であ

ります。計画地の一部に一体利用地がありますが、過去に農業倉庫を建てていま

したが、現在では解体をされています。工事終了後は、原状回復誓約書が提出さ

れており、問題ないと思います。 

次に、２番の案件ですが、申請内容は、自己用駐車場を整備するため、農家住

宅の敷地拡張を行うものですが、既に駐車場は整備されていました。貸付人によ

ると、平成４年に、　　　　　が隣接地に住宅を建築し、その後、平成８年に無

許可で申請地に駐車場を整備したものであります。今回の申請者である貸付人

と借受人は、　　　　　で隣接する農家住宅に同居していますので、今回の案件

については、双方とも了承済みです。本件は、追認案件で貸付人から農業委員会

会長あてに始末書が提出されております。隣接する農地は貸付人の所有であり

問題ないと思います。ご審議の程よろしくお願いします。 

議長（山田会長） 

続いて、３番の案件につきまして、議席番号１８番、有田孝義委員、報告をお

願いいたします。 

有田孝義委員 

１８番の有田です。 

１番の案件についてご報告いたします。令和８年６月１０日に農業委員２名

と事務局職員２名で現地を調査いたしました。申請地の１筆は、既に駐車場区画

ロープが張られ、前の借受人の法人が、長年、駐車場として利用されていたもの

です。始末書を確認しましたが、時期については不明となっていますが、平成２

９年に申請地の筆の一部は、駐車場として農地転用許可されていますので、それ

以降に整備されたものと思われます。残りの１筆は、数年前は、保全管理がなさ

れていた農地だったと記憶しておりますが、調査時は、雑草が繁茂した状態でし

た。申請理由は、隣接地で飲食業を営む法人が、ドッグランの整備を計画したも

ので、各貸付人が借受人の要望に応じたものです。使用貸借による権利の設定で

す。申請者からは、工作物の設置に必要な、自然公園法や鳥獣保護管理法に必要

な申請書も提出されていました。汚水の発生はなく、雨水のみ、土水路から道を
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とおり一部が隣接地に放流されますが、農地の所有者からは、承諾書が、農地以

外の所有者からの承諾書はありませんでしたが、申請書に、何か問題が発生した

場合は、当事者間で協議し、誠実に対応するとの記載がありましたので、問題な

いと判断しました。この度の申請については、致し方ないと思います。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

議長（山田会長） 

続いて、５番の案件につきまして、議席番号９番、石田安男委員、報告をお願

いいたします。 

石田安男委員 

　議席９番の石田です。５番の案件について、現地確認をしましたので報告いた

します。６月５日、農業委員２名、事務局職員２名で現地を確認調査いたしまし

た。事務局の説明のとおりですが、譲受人は、従業員１５名の土木建築業の法人

で売買による所有権移転で、２３台分の駐車場を整備するものです。現地は、 

に市道を挟んで事務所、倉庫があり、法人代表者の自宅の隣が駐車場

予定地となっています。これまで、事務所敷地内や倉庫敷地内、路上に社用車や

従業員車両を駐車していました。事務所敷地内に来客用駐車場がなく路上駐車

しており、交通上の危険もあり、倉庫敷地内も社用車で作業効率の低下が課題で

した。予定地は長年遊休農地であり、譲渡人は山口市に居住しており、立地条件

が良いことから、譲受人が要望し、これに応じたものです。第２種農地で隣接地

も遊休農地であり、汚水はなく、雨水は自然流下で農業用用排水路に放流される

ことから問題ないと思われます。ご審議の程よろしくお願いします。 

議長（山田会長） 

続いて、６番の案件につきまして、議席番号１６番、河本肇委員、報告をお願

いいたします。 

河本肇委員 

　１６番、河本です。議案第２号の６について報告いたします。去る６月１０日

農業委員２名、事務局２名で現地を確認しました。現地には、譲渡人の 

が建てた倉庫があり譲渡人から始末書が提出されています。今後は、

譲受人が駐車場と調理器具の倉庫として利用する予定です。ご審議の程お願い

します。 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

　それでは、議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可についての、４

番を除く１番から６番について、原案のとおり許可とすることに賛成の委員の
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挙手を求めます。 

　挙手全員と認めます。よって、４番を除く、１番から６番の案件について、原

案のとおり許可とすることと決しました。 

議長（山田会長） 

次に、４番の案件についての審議に入りますので、議席番号１１番、河本隆一

委員は退席をお願いします 

　それでは、４番の案件について、事務局の説明を求めます。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書２３ページをお開きください。４番、申請者、土地の所在等は、議案

書に記載のとおりでございます。登記地目は畑１筆で、転用面積は７９８㎡、位

置図は３７、３８ページ、公図は３９ページ、土地利用計画図は４０ページをご

覧ください。申請地は、下関市役所菊川総合支所から南西へ約１．４ｋｍに位置

する、過去に農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種農地」

でございます。 

転用目的は、農業用倉庫を建築するものです。申請理由につきましては、申請

地が、譲受人の耕作地の中心に位置し、通作に便利なことから、効率的な営農を

図るため、農業用倉庫を建築して作業場を整備するものであり、譲受人の要望に、

譲渡人が応じたものでございます。売買による所有権の移転となっております。 

本件には一体利用地はなく、土地利用計画からみて、計画面積は適当であると判

断しています。土砂の流出対策としては、申請地に隣接した農地が一部ございま

すが、既存のりで分断しております。汚水の発生はなく、雨水のみ道路側溝に放

流されることから、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。なお、本件は

追認案件で、平成２３年に農業用倉庫を建築し、利用していたことから、下関市

農業委員会会長あてに、始末書が提出されています。　本件は、「他に適当な土

地がないため」、許可基準を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 

議長（山田会長） 

続きまして、４番の案件につきまして、議席番号１２番、坂田謙祐委員、報告

をお願いいたします。 

坂田謙祐委員 

　１２番の坂田です。４番の案件について現地確認の報告をいたします。去る６

月９日、農業委員２名と事務局２名で現地を確認しました。事務局からも報告が

ありましたが、これは追認案件ですが、以前、平成２３年に譲受人さんが譲渡人

さんから土地を借りて農業用倉庫を建てました。当時、業者さんからは、農業用

倉庫であれば農地法の許可の申請はいらないよとのアドバイスを受けたことか
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ら悪意はなく、勘違いしたままであったものです。この度、農地を取得すること

になって、許可が必要であることが分かって、申請されたものです。申請地は小

集団の第２種農地でありますし、近隣農地への対策もされおり、汚水も発生しま

せん。そして、雨水については、前の道路の側溝に流すということですので、問

題はないと思います。ご審議の程よろしくお願いします。 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可についての４番

について、原案のとおり「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員と認めます。よって、原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

河本委員は着席をお願いいたします。 

議長（山田会長） 

次に、日程第３、議案第３号、農地法第５条第１項による許可案件の事業計画

変更の承認についてをお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書、４９ページをお開きください。１番、申請者、土地の所在等は、

議案書に記載のとおりでございます。位置図は、５２ページから５４ページ、公

図は５５ページから５９ページ、土地利用計画図は、６０、６１ページでござい

ます。 

変更内容は、営農計画等の変更で、申請地の一部の農作物の作付けを、お茶か

ら陸稲に変更するものでございます。総会議案書、６０、６１ページをご覧くだ

さい。　　　　　と　　　　　につきまして、計画通りにお茶を作付けしており

ましたが、排水不良等の影響で生育不良を起こしており、計画通りの収穫が見込

まれない状況となっていたことから、社内で協議し、別の圃場で収穫のあった陸

稲に、一部、変更するものでございます。なお、土地利用計画図上で茶園、右矢

印、陸稲としているエリアが、変更部分でございます。なお、今回の変更内容を

考慮した、全体の作付け作物の状況を、議案第３号関係資料１番の１５ページに

掲載しておりますので、ご確認ください。 

総会議案書、５０、５１ページをお開きください。２番、申請者、土地の所在

等は、議案書に記載のとおりでございます。位置図は、６２ページから６４ペー

ジ、公図は６５ページから６９ページ、土地利用計画図は、７０ページから７５

ページでございます。 
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変更内容は、営農計画等の変更で、申請地の一部の農作物の作付けを、お茶あ

るいは山椒から、陸稲に変更するものでございます。総会議案書、７０ページか

ら７４ページをご覧ください。　　　　　の一部と、　　　　、　　　　　、　 

、　　　　　には、計画通りにお茶を作付けしておりましたが、排水

不良等の影響で、生育不良を起こしており、計画通りの収穫が見込まれない状況

となっていたことから、社内で協議し、別の圃場で収穫のあった陸稲に、 

は一部、それ以外の筆は全て、変更するものでございます。なお、土

地利用計画図上で茶園、右矢印、陸稲としているエリアが、変更部分でございま

す。ちなみに、７０ページの　　　　　につきましては、令和７年度第４回総会

で事業計画変更のご承認をいただき、すでに一部で陸稲を栽培しておりますが、

今回の変更により、１筆全体で陸稲を栽培することとなります。総会議案書、７

５ページをご覧ください。　　　　　には、計画通りに山椒を作付けしておりま

したが、排水不良等の影響で、生育不良を起こしており、計画通りの収穫が見込

まれない状況となっていたことから、社内で協議し、別の圃場で収穫のあった陸

稲に変更するものでございます。なお、今回の変更内容を考慮した、全体の作付

け作物の状況を、議案第３号関係資料２番の１４ページに掲載しておりますの

で、ご確認ください。 

２件とも、議案第３号関係資料１番あるいは議案第３号関係資料２番にある

とおり、別紙様式の１号から４号までの提出があり、事務局で確認いたしました。

当該農作物の栽培に関する技術・経験の有無等を確認し、営農の適切な継続が確

保され、当該設備の下部の農地における単収が、同じ年の地域の平均的な単収と

比較しておおむね２割以上減収するおそれがないと認められること等を確認し

たことから、この度の計画変更については、適当であると判断させていただきま

した。 

以上でございます。 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

　それでは、１番及び２番の案件につきまして、議席番号１７番、岩本憲慈委員、

報告をお願いいたします。 

岩本憲慈委員 

１７番　岩本です。どちらの案件も、営農型太陽光発電設備の下部農地に係る

営農計画の変更を目的とした、事業計画変更申請となっておりますので、合わせ

てご報告いたします。令和８年６月１０日に農業委員２名と事務局職員２名で

現地を調査いたしました。この度の変更に至った理由については、先程、事務局

からも説明がありましたので省略いたします。耕作者は、どちらも同じ法人で、
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１番は、２筆の一部を、お茶から陸稲に、２番は、３筆と２筆の一部を、お茶か

ら陸稲に、１筆を、山椒から陸稲に転換するもので、大部分のほ場は、既に耕起

が完了した状態でした。事務局に確認したところ、品種は、ひのひかりとのこと

です。同法人は、昨年から陸稲を作付けており、昨年は、地域の平均的な単収の

８割程度の収穫は確保できておりますので、この度の承認は致し方ないと思い

ますが、今年の１２月の一時転用許可の期間満了に伴う、再申請の際に、今年の

陸稲の収穫量も含め、営農計画については、改めてしっかりとした審査が必要な

案件だと考えます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、議案第３号、農地法第５条第１項による許可案件の事業計画変更の

承認について、承認とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員と認めます。よって、原案のとおり決しました。 

議長（山田会長） 

次に、日程第４、議案第４号、現況確認について」をお諮りします。タブレッ

トの準備をお願いします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。総会議案書７６ページをお開きください。１番、

申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。登記地目は、畑

２筆で、合計面積は６０１㎡、位置図は８０、８１ページ、公図は８２ページ、

併せて、現地調査時の写真をご覧ください。申請地は、下関市役所内日支所から

北北東へ、約１．６ｋｍに位置する土地でございます。令和８年６月５日に、農

業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員２名で現地調査を行いました結

果、申請地は概ね灌木や竹が繁茂していましたので、現況確認証明書交付事務取

扱要領第５条第３号アに該当し、「非農地」との判断になっております。 

７６ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、田１筆と畑１筆で、合計面積は２，３６６㎡、

位置図は、８３、８４ページ、公図は８５ページ、併せて、現地調査時の写真を

ご覧ください。申請地は、下関市役所吉見支所から東北東へ約２．１ｋｍに位置

する土地でございます。令和８年６月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１

名と事務局職員２名で現地調査を行いました結果、申請地は概ね灌木や竹が繁

茂していましたので、現況確認証明書交付事務取扱要領第５条第３号アに該当

し、「非農地」との判断になっております。 



14 

総会議案書７７ページをお開きください。３番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、畑１筆で、面積は３６３㎡、位

置図は、８６、８７ページ、公図は８８ページ、併せて、現地調査時の写真をご

覧ください。申請地は、下関市役所長府支所から南西へ約２．８ｋｍに位置する

土地でございます。令和８年６月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と

事務局職員２名で現地調査を行いました結果、申請地は概ね竹が繁茂していま

したので、現況確認証明書交付事務取扱要領第５条第３号アに該当し、「非農地」

との判断になっております。 

７７ページに戻りまして、４番、説明の前に議案書の訂正がございます。 

総会議案書７７ページの「調査結果の判断」の「現在の状況」欄でございます

が、「現況確認証明書交付事務取扱要領第 5条第 4号」の後ろに、本来入るべき

「ア」が漏れておりました。正しくは、「現況確認証明書交付事務取扱要領第 5

条第 4号ア」でございます。また、末尾の※印「狭小・不整形な土地」の後の文

言が欠けておりました。正しくは、「狭小・不整形な土地で、将来的にも農地等

として使用することが困難なもの」でございます。大変申し訳ございませんでし

た。それでは、ご説明いたします。申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、田１筆で、面積は９３㎡、位置図は、８９、９

０ページ、公図は９１ページをご覧ください。申請地は、下関市役所勝山支所か

ら東北東へ約１．４ｋｍに位置する土地でございます。令和８年６月４日に、農

業委員２名と事務局職員２名で現地調査を行いました結果、申請地は狭小・不整

形な土地でありましたので、現況確認書交付事務取扱要領第５条第４号アに該

当し、「非農地」との判断になっております。なお、現地調査申し合わせ事項に

おいて、現況確認書交付事務取扱要領第５条第４号アの場合は、最適化推進委員

の現地調査を求めていない旨、申し添えます。 

７７ページに戻りまして、５番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、畑２筆で、合計面積は９２５㎡、位置図は、９

２、９３ページ、公図は９４ページ、併せて、現地調査時の写真をご覧ください。 

申請地は、下関市役所勝山支所から北東へ約１．３ｋｍに位置する土地でござ

います。令和８年６月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員

２名で現地調査を行いました結果、申請地は概ね灌木や竹が繁茂していました

ので、現況確認証明書交付事務取扱要領第５条第３号アに該当し、「非農地」と

の判断になっております。 

総会議案書７８ページをお開きください。６番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、田１筆で、面積は１９１㎡、位

置図は、９５、９６ページ、公図は９７ページをご覧ください。申請地は、下関

市役所川中支所から南西へ約１．５ｋｍに位置する土地でございます。 
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令和８年６月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員２名で

現地調査を行いました結果、申請地は半分以上が傾斜地であり、平地部分は狭小

かつ不整形でありましたので、現況確認書交付事務取扱要領第５条第４号アに

該当し、「非農地」との判断になっております。 

７８ページに戻りまして、７番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、畑１筆で、面積は１，３５８㎡、位置図は、９

８、９９ページ、公図は１００ページ、併せて、現地調査時の写真をご覧くださ

い。申請地は、下関市役所勝山支所から北東へ約１．３ｋｍに位置する土地でご

ざいます。令和８年６月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職

員２名で現地調査を行いました結果、申請地は一部山林化していましたが、保全

管理がされており、現況確認証明書交付事務取扱要領第 5 条に規定する非農地

としての認定基準に該当しないと判断し、「農地」との判断になっております。 

総会議案書７９ページをお開きください。８番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、畑３筆で、合計面積は４，０７

４㎡、位置図は、１０１、１０２ページ、公図は１０３、１０４ページ、併せて、

現地調査時の写真をご覧ください。申請地は、下関市役所長府支所から北北西へ

約９００ｍに位置する土地でございます令和８年６月４日に、農業委員２名、最

適化推進委員１名と事務局職員２名で現地調査を行いました。　　　　　と 

につきましては、概ね灌木や竹が繁茂していましたので、現況確認書

交付事務取扱要領第５条第３号アに該当し、「非農地」との判断になっておりま

す。　　　　　につきましては、一部は山林化していましたが、果樹園として利

用されている部分があり、現況確認証明書交付事務取扱要領第 5 条に規定する

非農地としての認定基準に該当しないと判断し、「農地」との判断になっており

ます。 

以上でございます。 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いたします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号７番、下田敏純委員、報告をお

願いいたします。 

下田敏純委員 

　７番の下田です。議案第４号１について、説明します。６月５日、委員２名、

最適化推進委員１名、事務局２名で現地調査を実施しました。概ね灌木や竹が繁

茂し、現況確認証明書交付事務取扱要領第５条第３号アに該当し、全員一致で非

農地と判断しました。宜しくご審議ください。 

議長（山田会長） 
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続いて、２番及び４番から７番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子

委員、報告をお願いいたします。 

田﨑育子委員 

　議席番号５番の田﨑です。議案第４号、現況確認について申し上げます。６月

４日、委員２名、推進委員１名、事務局２名で現地調査にまいりました。２番で

すが、　　　　　の近くにあり、山の中を歩いて確認いたしました。申請地は、

昭和４０年代にみかん園にするために整地を行い昭和５０年代まで収穫してお

りましたけれど、作業従事者の死亡により、放置し、現在に至ったものです。概

ね灌木や竹が繁茂していましたので、非農地と判断いたしました。４番について

申し上げます。６月４日、委員２名、事務局２名で現地調査にまいりました。申

請地は、勝山地区で、長安線と山陽線の間にある土地で、令和３年１月に計画道

路の一部として山口県に売り渡した残地で、耕作できなくなったため、現在、荒

廃地となっています。公共事業を伴う残地でありまして、耕作困難な土地と判断

し、非農地と判断いたしました。５番について申し上げます。申請地は田倉の丸

喜近くにあります。相続で取得した平成２０年以前より前所有者が高齢により

耕作しておらず、申請者も自宅から離れておりましたので、耕作ができず現在に

至ったものです。竹や雑木が繁茂しており山林の一部となっておりましたので、

非農地と判断いたしました。６番について申し上げます。６月４日、委員２名、

推進委員１名、事務局２名で現地調査にまいりました。５０年以上耕作を行って

おらず、申請地を見つけるのが大変でしたが、現地調査で申請地を確認すること

ができました。申請地は、半分以上が傾斜地であり平地の部分は少なく農地とし

て耕作困難であることから、非農地と判断いたしました。７番について申し上げ

ます。６月４日、委員２名、推進委員１名、事務局２名で現地調査にまいりまし

た。先程の５番の申請地と隣接している農地です。申請地の一部は山林化してい

ましたが、事務局の説明のとおり、ちゃんと保全管理がなされておりましたこと

から、非農地の判断基準に該当しないことから、農地として判断させていただき

ました。２番、４番、５番、６番、７番、よろしくご審議の程お願いします。 

議長（山田会長） 

続いて、３番及び８番の案件につきまして、議席番号２番、木村貴志子委員、

報告をお願いいたします。 

木村貴志子委員 

　議席番号、２番、木村でございます。３番及び８番の案件について、現地調査

の結果をご報告をいたします。令和８年６月４日、農業委員２名、最適化推進委

員１名と事務局職員２名で現地調査を行いました。３番についてご報告いたし

ます。現地について、事務局からタブレットに送られている写真を見ていただけ

ればよくわかると思いますが、立ち入ることが困難なような場所にありこんな
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ところを過去に畑として耕していたのか疑問がおこるような場所にありました

ので、非農地と判断いたしました。 

　８番についてご報告いたします。同じく、令和８年６月４日、農業委員２名、

最適化推進委員１名と事務局職員２名で現地調査を行いました。 

　　　　　については、竹藪で中が見えない状況でございました。　　　　　に

ついては、一部は雑草でしたが、大部分は、竹が繁茂しておりまして、非農地と

判断いたしました。それから　　　　　については、事務局の説明にもあったと

おり一部は、竹藪、山林化していたんですが、果樹園としてきちんと耕作がされ

ておりましたので、これは、農地と判断いたしました。以上、ご審議の程、よろ

しくお願いします。 

議長（山田会長） 

事務局の説明及び担当委員の報告が終わりましたので、これより質疑に入り

ます。質疑はございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、議案第４号、現況確認について、７番及び８番のうち　　　　　の

案件は、農地とし、その外は全て非農地とすることに賛成の委員の挙手を求めま

す。 

挙手全員と認めます。よって本議案は、原案のとおり決しました。 

議長（山田会長） 

次に、日程第５、議案第５号、農用地利用集積等促進計画一括の策定要請につ

いてをお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

ご説明いたします。総会議案書１０５ページをお開きください。この案件は、

農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の規定により、山口県

農地中間管理機構に対し、農用地利用集積等促進計画を定めることを要請する

ものであります。詳細につきましては、１０６ページから１２５ページの「１．

農用地利用集積等促進計画一括一覧表、令和８年６月３０日公告予定分をご覧

ください。今後の事務処理ですが、議案についてご承認いただいたのちに、山口

県農地中間管理機構に対し策定要請を行い、山口県農地中間管理機構から下関

市長に対し認可申請が行われ、市において認可・公告を行って利用権設定の効力

が開始されるものとなります。議案第５号関係資料の１ページから３ページに、

地区別の利用権設定面積の一覧表、田畑の新規更新別の一覧表、期間別の一覧表

をお示ししております。いずれの案件も計画内容は、農地中間管理事業の推進に

関する法律第１８条第５項の各要件を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 
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議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございま

せんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、議案第５号、農用地利用集積等促進計画一括の策定要請について、

原案のとおり承認とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員と認めます。 

よって本議案は、原案のとおり承認と決しましたので、農地中間管理機構であ

る、公益財団法人やまぐち農林振興公社に農用地利用集積等促進計画一括の策

定について要請いたします。 

議長（山田会長） 

次に、日程第６、議案第６号、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条

第１項の規定による農用地利用集積等促進計画集積及び配分案に係る意見決定

についてをお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

ご説明いたします。総会議案書１２６ページをお開きください。この案件は、

地権者から農地中間管理機構が集積し、その農地を公募した借受け希望農家に

配分することについて、下関市長から農用地利用集積等促進計画に係る意見を

求められたものでございます。２段階方式の手続きに関するものとなります。 

１番、内容につきましては、１２７ページの「１．農用地利用集積等促進計画

集積一覧表、令和８年６月３０日公告予定分をご覧ください。 

１番は、貸し手である地権者から山口県農地中間管理機構が借り受ける農用

地利用集積等促進計画の集積の内容となります。２番、内容につきましては、１

２８ページの２、農用地利用集積等促進計画配分案下関区域分と、１２９ページ

の利用権の設定を受ける者の経営状況下関区域分をご覧ください。 

２番は、山口県農地中間管理機構から借受け希望農家に配分する内容となり

ます。　なお、配分のための県の公告日が令和８年７月３０日の予定となって　

おります。別紙、議案第６号関係資料の１ページから３ページに、集積に　　　

関する地区別の利用権設定面積の一覧表、田畑の新規更新別の一覧表、期間別の

一覧表をまた、４ページに地区別の配分に関する集計表をお示ししております。 

いずれの案件も計画内容は、農地中間管理事業の推進に関する法律 第１８条

第５項の各要件を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑は、ございませ
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んか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。 

それでは、議案第６号、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１項

の規定による農用地利用集積等促進計画集積及び配分案に係る意見決定につい

て、原案のとおり、意見なしとすることに賛成委員の挙手を求めます。 

挙手全員と認めます。よって本議案については、意見なしと決しましたので、

その旨の回答を下関市長に送付いたします。 

議長（山田会長） 

次に、日程第７、下関市農業委員会農地利用最適化推進委員募集要項の制定に

ついてをお諮りします。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。総会議案書１３０ページをご覧ください。 

本件は、下関市農業委員会農地利用最適化推進委員募集要項を制定しようと

するものでございます。議案第７号関係資料①、下関市農業委員会農地利用最適

化推進委員募集要項（案）をご覧ください。令和５年の募集要項から変更になっ

た部分は、下線部分で、２番の任用期間と６番（２）の、刑法等の一部改正に伴

う、禁錮から拘禁刑への変更、７番（３）の受付期間の３箇所でございます。 

それでは、１番からご説明いたします。 

１番、募集人数は４０人、２番、任用期間は令和９年２月２２日以降から令和

１２年２月２１日まで、３番、身分は下関市の特別職の非常勤職員となります。 

４番、職務の内容は、（１）から（５）の記載のとおり、５番、委員報酬は、

月額２２，０００円、６番、推薦を受ける者及び応募する者の資格は、農地等の

利用の最適化の推進に熱意と識見を有し、市内に住所を有する者で、（１）から

（４）に該当する者は除きます。７番、推薦及び応募に係る手続き等で、（１）

提出書類は、様式第１号から様式第３号、（２）提出先は、持参又は郵送により、

下関市農業委員会事務局、（３）受付期間は７月２７日から９月４日までで、受

付期間内必着としております。８番については、推薦に関する注意事項を記載し

てあります。９番、選任方法には、評価の方法や選任方法について記載しており

ます。１０番、情報の公表は、下関市ホームページで、（１）から（６）の内容

を公表します。１１番、問い合わせ先、提出先は、事務局となっております。 

別表、推進委員の担当区域と人数、続けて、推薦及び応募に係る提出書類の様

式、様式１号から様式３号を添付しております。また、議案第７号関係資料②と

して、下関市農業委員会農地利用最適化推進委員選任に関する要綱を参考まで

にお配りしております。こちらについては、改正及び変更箇所はございません。 

　なお、下関市農業委員会農地利用最適化推進委員候補者評価基準については、

本日総会終了後に、専門委員会でご協議いただき、来月総会に上程させていただ
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く予定としております。 

以上でございます。　 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございま

せんか。 

新久保克己委員 

　３番の新久保です。２点質問いたします。１点は、担当区域の定数が定まって

いますが、この定数を決めたときにですね、どのような経緯で決まったのか教え

ていただきたい。これが、１点、もう１点は、これを変えることはできないのか

という点です。私は、清末と王司を担当していますが、活動として利用権設定の

満了通知を配っていますが、王司はですね、毎年５０、６０通あって、一人の方

が配布しています。清末は、農業委員１名と最適化推進委員２名の計３名で担当

していますので、そのバランスがちょっと偏っておるんで、その辺はどうなのか

なという疑問をもっています。ということで、この定数について質問をさせてい

ただきました。 

議長（山田会長） 

　事務局、お願いします。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

　少し時間をいただきます。 

　（２分） 

はい、お答えいたします。本日、申し訳ございません。資料等持参しておりま

せんので、来月、ご質問については、ご回答させていただきたいと思いますので、

来月、改めて上程させていただきたいと思いますがどうでしょうか。 

議長（山田会長） 

新久保委員よろしいですか。 

新久保克己委員 

　よろしくお願いします。 

議長（山田会長） 

　阪田委員、どうぞ。 

阪田実委員 

　１番の阪田です。今、話がありました農地の貸し借りの文書の配布ですけど、

私が最初になったころにはなかったんですけど、途中から急に農家との接し方、

関わりをもてという意味で配れと言われたので、私は配りましたけど、郡部の方

はそういう意味では配りやすいとは思いますが、私達の新下関地区や長府地区

については、まったく知らない人、農地、住所もあります。話をして文書を渡し

ていますが、こんな状況で、この配布が何か意味があるんですか。手当をもらっ
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ているから働けと言われても、それは違うと思いますが。次の総会でいいですの

で、この点についての経緯についても教えてください。 

議長（山田会長） 

　事務局、お願いします。 

事務局（村田事務局長） 

すみません。この度改選があるということで、皆さんから貴重なご意見をいた

だいております。私は初めてございますので、事情を全て理解できていませんけ

れど、この定数も含めて、この制度が始まった９年前からだと思います。利用権

設定の満了通知の配布は途中からだと思います。それを含めまして、本日、いろ

いろな現状も確認させていただきましたので、今後、どういう形で進めていくの

か内部で整理させていただき、次回の総会でご審議いただきたいと思います。す

みません。この場での直接の回答が難しいところもございますので、次回の総会

となりますので、よろしくお願いします。 

議長（山田会長） 

阪田委員、よろしいですか 

阪田実委員 

　はい 

議長（山田会長） 

　外にはございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、議案第７号、下関市農業委員会農地利用最適化推進委員募集要項の制

定について原案のとおりとすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員と認めます。よって本議案は、原案のとおり決しました。 

事務局（村田事務局長） 

議長、発言してもよろしいですか 

議長（山田会長） 

発言を許可します。 

事務局（村田事務局長） 

補足ですが、今採決し承認されましたが、定数の件も含めて、事務局で精査し、

もう一度、総会に図るべきか相談させていただきたいと思いますが、その点につ

いては、了承いただいているということでよろしいでしょうか。 

議長（山田会長） 

　先程、事務局から提案がありましたけれど、定数の決定の経緯や利用権設定の

満了通知の配布についての経緯については、来月、事務局から説明があると判断

させていただきましたので、よって、本件については、提案のとおり予定どおり

採決をさせていただきました。 
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　お二人のそれぞれの意見は、その経緯についての確認がしたいとのことでご

ざいましたので、事務局に確認させ、来月の総会で報告させたいと思いますがい

かがでしょうか。 

事務局（村田事務局長） 

議長、発言してもよろしいですか 

議長（山田会長） 

発言を許可します。 

事務局（村田事務局長） 

　すみません。経緯も含め来月の総会で経緯について説明させていただきたい

と思います。また、実情もわかりましたので、その対応についても今後検討させ

ていただきたいと思います。 

議長（山田会長） 

　したがって、この制定については、先ほど、挙手全員でございましたので、承

認とさせていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

議長（山田会長） 

　木村委員、どうぞ。 

木村貴志子委員 

　２番の木村です。私も手をあげてしまいましたが、この度の募集をこの定数で

行うことに対し賛成を皆さんはしたんですかね。定数を訂正することも可能な

らば賛成したんでしょうか。それを含めての採決でないのであれば、私は、来月

改めて審議する必要があると思いますが。 

事務局（村田事務局長） 

議長、発言してもよろしいですか 

議長（山田会長） 

発言を許可します。 

事務局（村田事務局長） 

　すみません。来月もう一度、定数については、再度説明したのちに、採決して

いただければと思います。 

議長（山田会長） 

　それでは、本件については、この度の定数も含め承認とさせていただきます。 

事務局（村田事務局長） 

　今回は、この定数でご承認いただき、どうしても地区内での調整が必要になっ

た場合は、来月、改めてご審議いただきたいと思います。 

議長（山田会長） 

　今の局長の説明でよろしいでしょうか 

委員 
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　異議なし 

議長（山田会長） 

以上で、審議事項はすべて終わりました。 

次に、日程第８「報告第１号」から日程第１９「報告第１２号」までを一括し

て、事務局より報告を求めます。 

事務局（藤山事務局次長） 

ご報告いたします。総会報告書１から４ページ、報告第１号「農地法第３条の

３の規定による届出について」は、１４件ございました。 

５ページ、報告第２号「農地法第５条第１項による許可案件の事業計画変更の

承認について」は、２件ございました。簡易な事項についての処理に関すること

により専決により承認いたしました。 

１６、１７ページ、報告第３号「農地転用事業計画の変更届出」は、２件ござ

いました。内容につきましては、記載のとおりでございます。書類等揃っており

ましたので、専決により、受理通知書を交付いたしました。 

１８、１９ページ、報告第４号「農地法第５条第１項第６号の規定による転用

届出について」は、６件ございました。内容につきましては、記載のとおりでご

ざいます。書類等揃っておりましたので、専決により、受理通知書を交付いたし

ました。 

２０ページ、報告第５号「農地法の規定による転用届出の撤回について」は、

１件ございました。撤回理由は、議案書記載のとおりでございます。 

２１ページ、報告第６号「現況確認について」は、１件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。農業委員による現地確認を

行い、現況確認証明書交付事務取扱要領により、現況確認証明書を交付いたしま

した。 

２５ページ、報告第７号「農地造成完了届について」は、１件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。農業委員による現地確認を

行っております。 

２６ページ、報告第８号「農地法第１８条第６項の規定による通知について」

は、利用権で設定されていた賃貸借の合意解約が４件ございました。内容につき

ましては、記載のとおりでございます。 

２７ページ、報告第９号「農地の転用事実に関する証明について」は３件ござ

いました。ここで報告書の訂正がございます。２番の備考欄についてですが、内

容を一部訂正いたしました。詳細につきましては、本日お配りしております、総

会報告書の訂正でご確認願います。大変申し訳ございませんでした。内容につき

ましては、記載のとおりでございます。提出された書類にて農地以外である旨が

確認できましたので、証明証を交付いたしました。 
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２８、２９ページ、報告第１０号「事業完了報告について」でございます。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。全ての案件について現地確

認が終了しております。 

３０から３２ページ、報告第１１号「農地法第５条第１項による許可案件の現

地確認の報告について」でございます。過去に資材置場を目的に農地転用許可さ

れた５件については、６月に現地調査を行い、調査月の総会で報告することとな

っております。内容につきましては、記載のとおりでございます。 

３３ページ、報告第１２号「令和７年度第１２回総会議案第７号関係資料②

の訂正について」でございます。内容につきましては、記載のとおりでございま

す。大変申し訳ございませんでした。 

以上、ご報告いたします。 

議長（山田会長） 

事務局からの報告が終わりました。 

ただいまの報告第１号から第１２号につきまして、ご意見、ご質問等ございま

せんか。 

阪田実委員 

１番の阪田です。１つ質問なんですが、７号の農地造成完了届についてです。

別の案件ですが、農地造成をし、栗を作付けた案件がありました。私は土地の

所有者も知っていますが、この最近、フェンスが設置され、資材置場として利

用されています。私達は、違反行為を発見した場合は、どうような対応をした

ら良いのか教えてください。 

議長（山田会長） 

事務局、お願いします。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

はい。お答えいたします。まず、先程の件につきましては、事務局にも相談を

受けておりますので、本日、総会終了後に現地を確認する予定です。 

続きまして、農地法の違反を発見した場合の対応ですが、直接、お話されても

構いませんが、事務局に報告いただければ、いろいろ事務局でも調べさせていた

だき、一緒に指導させていただきたいと思います。 

阪田実委員 

違反についての情報は、どちらからあるんですか。近所の方からですか。 

事務局（岡本事務局長補佐） 

地元であったり、市であったりさまざまです。 

議長（山田会長） 

他にございませんか 

ないようですので、以上をもちまして、令和８年度第３回定例総会の閉会を宣
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告いたします。 

（終了時刻１１時１８分） 
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